
｢低次元系の磁場効果,分数統計,量子スピン系等の諸問題｣

A Cur ren t A 一gebr a Ap p ro a ch t o theKond o Effe c t
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Thekondoeffectisstudiedusingcurrentalgebratechniqueswhichallowaseparation

ofchargeandspindegreesoffreedom.Analgebraicinterpretationofthelowtemperature

fiRedpointisobtained.TheWilsonratioisshowntobetheratioofthespecificheat

forthetotalsystemtothatofthespinsectorwhichisexpressedintermsofthe

conformalanomalyparameterofaKac-Moodytheory.

フ ェル ミオ ン系 の モ ンテ カル ロシュ ミ レー シ ョン
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絶対零度でのフェルミオン系を新しい量子モンテカルロ法により調べた｡貝体的には HubbaI･d

modelの場合REFlと比較 しながら,2-bandmodel(1,2次元 d-pm6del,1次元 periodic

Andersonmodel)に対してこの方法を適用 してレベル差,占有率とモーメンタム分布,スピン相関,

超伝導相関の関係など,調べた結果を報告した｡

更に,分数統計粒子の数値シュミレーションについても計算の一部を報告したREF2｡

Ref.1:M.ImadaandY.Hatsugai,I.Phys.Soc.Jpn.58(1989)3752.

Ref.2:Y.Hatsugai,M.I(OhmotoandY.S.Wu:inpreparation.

ハ イ ゼ ンベ ル グ モ デ ル の対 称 性

電通大 ･電子 斎 藤 理一郎

二次元正方格子反強磁性ハイゼンベルグモデルの有限個のスピン数Nに対する対角化では,対称

性によって考えている空間の次元を少なくする事ができる｡ しかし考え得る全ての対称性を取り入

れたとき,何次元迄下がるかは自明ではない｡この間に答えるには対称群の知識が有効であり,簡

単な計算でその答えを得ることができる｡

スピン数N-10を例にとって説明する｡ハ ミル トニアンは,互換 P iiを用いて,

H-;<;,(Pt･,I-;)･ '1'

と書けることが知られている｡同様にハ ミル トニアンと可換な T(〔H,T〕-0)ち,置換演算

子で以下のように書ける｡

･-(,ll,2,,3,I.:I. TI_ll ,"N )･
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